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【見本】

今回は【見本】と同じスライドを作成しながら!
【テキスト入力】について紹介していきます



③【スレート】をダブルクリック

①【設定】をクリック

②【テーマの変更】をクリック

【最初にテーマを設定します】



③編集エリア内を【クリック】＋【deleteキー】で!
【プレースホルダ】を削除します

①スライドテーマが【スレート】になりました

②自由にレイアウトする為に【プレースホルダ】を削除します



自由レイアウトで文字入力する為に!
【テキストボックス】を使用します

①挿入した【テキストボックス】の中に!
文字を入力していく手順です



【テキストボックスの挿入手順】

①【テキスト】をクリック



①テーマ毎に用意されている!
【テキストスタイル一覧】が表示されました

②好きなフォントスタイルを!
クリックします



【POINT】!
フォント設定は後で自由に変更できます!

後ほど説明します

①今回は、こちらを選択します



②【テキストボックス】とは!
文字入力する為の場所です

①【テキストボックス】が挿入されました



①【テキストボックス】に文字を入力していきます

②テキストの文字の上で【ダブルクリック】



②文字を入力します

①カーソルが点滅します



①今回は「Lesson　文字の装飾」と文字入力します

②英語入力は【英数キー】

③日本語入力は【かなキー】



①文字入力が終了後【テキストボックスの外側】!
をクリックして確定になります



①テキストの入力ができました

【POINT】!
自由レイアウトには【テキストボックス】が!

必要なことを覚えておきましょう



【テキストの移動】

②自由に【ドラッグ】して!
テキストを配置できます

①【テキスト上をクリック】で!
移動させるテキストを選択します



【テキストの編集】

①テキスト上を【ダブルクリック】

②編集したい文字の上で!
【もう一度クリック】

③点滅カーソルが移動させて!
文字の追加や訂正をします



フォント種類とサイズ変更Lesson 2-2
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【見本】

　前回に続き【見本】と同じスライドを作成しながら!
【フォント種類とサイズ変更】について紹介します



【フォントの種類を変更する】

①フォント変更したいテキストをクリック

【POINT】!
Keynote’09から新作Keynote(2013)の変更点!
インスペクタの内容表示が選択内容に応じて!

自動的に切り替わるようになりました



②クリックで選択されたテキストは!
【枠線】で囲まれます

①【テキストインスペクタ】に!
表示が切り替わりました

【用語解説】!
インスペクタとは、詳細設定のことです



①現在のフォント名が!
表示されています

②フォントの変更は!
【フォント名】をクリック



③今回は【ヒラギノ明朝 Pro】を選択します

②好きな【フォントの種類】を!
クリックすると変更されます

①【フォントの一覧】が表示されました



①【ヒラギノ明朝 Pro】に変更されました

②【テキストボックスの外側】を!
クリックで確定します



Macの日本語フォントは「ヒラギノ」が有名です!
　Windows【MSゴシック】→【ヒラギノ角ゴ 】!
　Windows【 MS明朝 】   →  【ヒラギノ明朝 】!
PowerPoint読み込むとフォントが自動変換されます

【WindowsとMacの標準フォントの違い】
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【 全体のフォントサイズを変更】

①変更したい【テキストボックス】をクリック



②現在のフォントサイズです

①【テキストインスペクタ】に!
自動的に表示が切り替わります



②今回はフォントサイズ【70】に変更します

①フォントサイズの数値を変更すると!
自動的に反映されます



【全体のフォントサイズ】が変更されました



【 部分的にフォントサイズを変更する】

①ダブルクリック後に!
変更したい部分だけ【ドラッグで選択】



①【数値でフォントサイズ】を指定します

②今回は【100pt】入力後リターンキーで確定です



【部分的にフォントサイズ】を変更できました



【100】 【85】 【55】【70】

②「見本」のフォントサイズの設定一覧です
①その他のフォントサイズも変更します

【POINT】!
・フォントの種類によっても大きさが違います　!
・同じフォントサイズでも「英語」と「日本語」!

では見た目の大きさが違います



最後の項目で紹介したように!
見た目を整える為にフォントサイズを微妙に!
調整しながらデザインを行う場合が多くあります!
簡単なテクニックでもデザインの幅が広がります

【フォントサイズ設定のPOINT】
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【見本】

　前回に続き【見本】と同じスライドを作成しながら!
【テキストカラー変更】の機能を紹介します



【テキスト全体の色】を変更します

①【変更するテキストボックス】をクリック

②【テキストインスペクタ】に!
表示が切り替わりました



①【テキストのタブ】をクリック

【POINT】!
Keynote’09から新作Keynote(2013)の変更点!
【フォーマットインスペクタ】ー【テキスト】

からテキスト関連の変更を行います



②【カラーボックス】をクリック

①現在のフォントカラーが表示されています



①【カラー選択画面】が表示されました

②好きな色をクリックします

③今回は【左から２番目のグレー】!
を選択します



①【テキスト全体の色】が変更されました

②【テキストの外側】をクリックして確定です



【部分的にテキストの色を変更します】

①ダブルクリック後!
変更したい部分だけ【ドラッグで範囲選択】



①詳細なカラー選択は!
【カラーパネル表示】!
をクリックします



②【クレヨン】タブをクリック

①【カラーパネル】が表示されました



①【カラーパレット】は他の形式から色を探せます

②【タブ】をクリックしてカラー表示を切り替えます



①【赤色】をクリック

②テキストの色が変更されました



①部分的にテキストの色が変更できました



③カラーパネル!
【白】をクリック②ダブルクリック後【ドラッグで範囲選択】

①こちらのテキストを【白色】に変更します



①テキストの色が変更されました



配色は、目線を誘導するのに役立ちます。!
このページのタイトルは「黒」説明文は「グレー」!
という具合に目立たせたい部分と補足する部分の!
配色を工夫することで見やすくなります。　　　

【テキストのカラー変更のPOINT】
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文字の装飾とデザインLesson 2-4
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【見本】

　前回に続き【見本】と同じスライドを作成しながら!
【文字の装飾】の機能を紹介します



Lesson 文字の装飾
Lesson 文字の装飾

①テキスト全体に影を追加することで!
【文字が浮き立つ効果】を表現しています

【文字が浮き立つ効果】を追加します



②【テキストインスペクタ】に!
表示が切り替わりました

①【装飾したいテキスト】をクリック



①【スタイル】タブをクリック

②「文字の装飾」はスタイルインスペクタで!
設定することを覚えておきましょう

③【影】の項目をクリック



①【影】の設定一覧が表示されました

②【影の種類】をクリックで選択します

③今回は【曲線シャドウ】を選択します



①選択したテキストに影が追加されました

③【影の項目】を!
　クリックします

②次に【影の詳細設定】をします



①影の詳細設定項目が表示されました

②見本と同じ影を作るには!
・スライダーを左の【内側】へ!
・【オフセット：４pt】!
・【角度：２７０°】に設定



①【文字が浮き立つ効果】を表現できました



Lesson 文字の装飾
　もう一つの文字装飾【反射効果】を紹介します

Lesson 文字の装飾



②【テキストインスペクタ】に!
表示が切り替わりました

①【装飾したいテキスト】をクリック



①【スタイル】タブをクリック

②【反射】をクリック



①【反射】の効果が追加されました

②反射【100%】へ!
　スライダーを!
　ドラッグします



①テキストに【反射の効果】を追加できました



Lesson 文字の装飾 Lesson 文字の装飾

一度作成したタイトルは【複製】して!
流用することで作業効率が上がります!

「テキスト単位」と「スライド全体」の!
二種類の複製方法を紹介します

　一度作成したタイトル（文字装飾）は!
　　他のスライドにも流用可能です



【スライド単位の複製方法】

①スライド上で【副ボタン】クリック

③【複製】をクリック

②Windowsの「右クリック」は!
Macでは【副ボタン】と呼びます。!
・【controlキー】押しながらクリック!
・トラックパッドなら二本指クリック



①文字装飾も含めてスライドが複製されました

②テキストをダブルクリックして!
　文字を編集して仕上げていきましょう



【テキスト単位の複製方法】

②Windowsの「右クリック」は!
Macでは【副ボタン】と呼びます。!
・【controlキー】押しながらクリック!
・トラックパッドなら二本指クリック

①テキスト上で【副ボタン】クリック

③【複製】をクリック



①文字装飾も含めてテキストが複製されました

【POINT】!
作業効率を上げるコツは「複製」を活用することです



テキストを装飾する機能は大きく二種類、!
　　　　【影の追加】と【反射の追加】です。!
最初にテキストをクリック選択しないと!
設定項目が表示されないので注意しましょう。

【文字装飾とデザインのPOINT】
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